
名

古

屋

C 

B 

D 

の

そ
の
図
型
的
把
握
に
関
す
る
二
、

三
の
問
題

樋

節

夫

口

第
三
の
町
グ
な
ご
や
グ

戦
後
、
革
新
的
な
都
市
計
画
の
実
施
と
、

さ
ら
に
は
中
部
経
済
圏
の
躍
動
中
心
と
し
て
、

め
ざ
ま
し
い
産
業
活
動
を
し
め
す
名
古
屋
の

町
は
今
、
東
京
、
大
阪
に
つ
ぐ
第
三
の
取
引
町
と
し
て
全
国
的
地
位
を
確
保
し
た
。

最
近
の
産
業
小
分
類
別
構
成
比
を
概
観
す
る
時
、

そ
の
取
引
に
お
い
て
、
繊
維

(
5・H
)

・
衣
服
身
廻
品
(
斗
・

3
・
農
畜
水
産
品

S
・
g
・

食
料
飲
料
品
(
∞
・

9
・
医
薬
化
粧
品

S
・
g
-
化
学
薬
品

S
・
g
-
鉱
物
、
金
属
材
料

S
・
g
-
建
築
材
料
(
戸
・
4
)

・
家
具
建
具
、
什
器
類

名古屋のCBD

(口・
ω)
・
機
械
製
品
(
巴
・

2
・
代
理
仲
立
業
(
H
N
・
d
-
そ
の
他
(
斗
・

3
:
・
各
ガ
:
・
と
な
り
、
特
に
繊
維
関
係
で
東
京
を
、
家
具
建
具
什
器

の
取
引
で
は
大
阪
の
位
置
を
越
え
、
そ
の
他
の
い
ず
れ
も
が
全
圏
第
三
の
地
位
を
確
保
し
、
そ
の
発
展
の
跡
が
顕
著
で
あ
る
。

六
大
都
市
の
区
市
郡
一
庖
舗
当
り
従
業
員
・
販
売
高
比
較
に
お
い
て
も
そ
の
中
心
区
中
区
は
六
・
八
人
・
四
七
一
万
円
(
月
間
)
と
大

か
つ
ま
た
地
場
商
業
(
府
県
)
に
し
め
る
中
心
性
も
御
売
前
・
小
売
臼

ハ
各
%
)
と
絶
対
的
位
置

阪
(
東
区
)
、
東
京
(
中
央
区
)
に
つ
ぎ
、

、115

を
し
め
て
い
る
。

本
稿
は
か
か
る
活
況
を
し
め
す
こ
の
町
の
躍
動
中
心
が
何
処
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
っ
た
現
実
的
な
「
問
題
を
意
識
し
な
が
ら
、

そ
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の
地
域
構
造
的
分
析
を
進
め
る
一
段
階
と
し
て
、

先
人
の
業
績
を
背
景
に
、

基
礎
的
作
業
を
重
ね
、
図
型
的
把
握
を
試
み
た
も
の
で
あ

る

け
れ
ど
も
こ
の
現
実
的
課
題
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
に
、
近
世
封
建
都
市
と
し
て
、

ま
ず
登
場
し
た
と
の
町
の
過
去
に
さ
か
の
ぼ
り

そ
の
発
展
の
系
譜
を
た
ど
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
城
下
町
グ
な
ご
や
グ
の
伝
統
が
今
に
生
き
、
将
来
に
継
承
さ
れ
る
と
い
う
慣
性
が
生

き
る
た
め
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
町
の
産
業
の
基
盤
を
な
す
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

市
の
産
業
別
会
社
数
、
資
本
金
、

一
社
当
り
資
本
な
ど
比
較
す
る
時
、
数
的
に
は
製
造
工
業
(ω
。・

8
・
卸
売
・
小
売
業

(S-H)
の
両
業

種
で
問
形
強
と
圧
倒
的
地
位
を
示
す
が
、

そ
の
資
本
規
模
は
相
対
的
に
小
さ
く
、
全
国
平
均
を
下
廻
り
中
・
小
企
業
が
軸
と
な
っ
て
い
る
と

と
が
注
意
さ
れ
た
。
そ
の
根
幹
と
な
る
企
業
は
戦
前
に
お
い
て
繊
維

(
g
'
g
・
食
料
品
な
ど
の
消
費
財
生
産
、
戦
後
は
こ
の
業
種
の
中
心

位
置
に
変
更
は
な
い
が
、
相
対
的
な
低
下
現
象
を
み
せ
、
代
っ
て
機
械
器
具
・
化
学
薬
品
・
金
属
材
料
等
生
産
財
の
生
産
が
上
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
る
と
い
う
産
業
構
造
上
の
変
化
が
認
識
で
さ
る
こ
と
を
銘
記
し
、
本
論
に
移
ろ
う
と
思
う
c

)
 

l
 

(
 
統
計
的
基
礎
作
業
に
よ
る
検
討

!
l
官
庁
統
計
の
処
理
と
中
心
地
域
の
把
握
ー
ー
ー

第
三
の
町
グ
な
ご
や
グ
の
活
況
を
具
体
的
に
把
握
す
る
手
段
の
第
一
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
諸
官
庁
発
行
の
諸
統
計
・
資
料
に
よ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
ο

こ
の
場
合
、
本
稿
の
主
目
的
が
都
市
活
動
の
心
臓
部
に
あ
た
る
核
地
域
の
抽
出
に
あ
る
た
め
に
、
そ
の
限
界
設
定
に
お
け
る
三
原
則
と
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行政区別商業統計第 1表

子\~II:I 東|北|西Flilt町一 1 南
持舘首長114. 31 6. 31 3.91 8.41吋9.514.51 4.11 5.21 3.71 2.11 3.5 

2哩??で¥¥0.9¥ 3.5¥ 0.7¥ 5.9119.8161. 4卜610.9¥ 3.1¥ 1. 5¥ 0.41 0.6 

土? ? で111.01 2.51 9.91 6.8118.9
イ 判 |

「円響F円当当叫刈五刻引¥1卜l卜吋1口3¥7.31ヤい州8.6刊61卜7.01い6.91卜3.11卜9.11卜川9ベ917判山五いi而円1.己ベ.3ベjイ
ド

も
考
え
ら
れ
る
『
人
口
現
象
と
人
口
分
布
』
『
地
価
と
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
『
土
地
利
用
』

に
関
す
る
諸
統
計
が
重
点
的
に
取
扱
わ
れ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

さ
て
現
代
生
活
の
モ
!
ド
と
し
て
の
郊
外
化
運
動
日
サ
パ

l
ピ
ア
は
都
市
景
観
の
様

相
を
種
々
変
化
せ
し
め
て
い
る
が
、
そ
の
顕
著
な
一
例
は
郊
外
の
発
展
と
表
裏
関
係
に

た
つ
グ
下
町
グ
の
再
興
、

モ
ダ
ン
化
、
創
造
化
現
象
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
ろ
み
に
今
、
こ
の
町
の
住
宅
事
情
を
み
る
時
、
そ
の
増
加
率
は
南
・
北
・
千
種

昭
和
の
各
区
な
ど
周
辺
部
に
高
く
、
常
住
人
口
調
査
で
も
中
村
区
の

5
・
ω万
を
最
高
に
、

全
市
戸
。
万
の
人
口
が
十
二
区
に
分
散
居
住
す
る
が
、
昼
間
人
口
で
は
中
区
が

5
・A

F

万

と
そ
の
位
置
を
換
え
、
市
域
内
人
口
の
激
し
い
移
動
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
の
移
動
指
数
(
昼
間
人
口
率
)
に
お
い
て
、
中
央
部
の
中
区
が
忌
ω
・
東
区
ロ
?

港
区
=
?
熱
田
区
巴
H

と
昼
間
人
口
を
増
し
、
南
区
笥
-
m
・
千
種
き
・
叶
・
瑞
穂
区
沼
・
叶

北
区
・
昭
和
区
E
-
N
:
:
:
と
周
辺
区
に
減
少
を
み
て
い
る
が
、
前
者
と
後
者
聞
の
市
内

相
互
間
の
人
口
移
動
が
こ
の
町
で
は
中
心
と
な
り
中
区
に
そ
の
吸
収
の
核
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
産
業
別
就
業
者
数
調
べ
を
み
る
時
、
全
体

と
し
て
は
製
造
工
業
従
事
の
人
が
い
ず
れ
の
区
に
お
い
て
も
最
高
を
示
寸
の
で
あ
る

が
、
中
区
の
み
が
男
女
と
も
に
卸
売
・
小
売
商
業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
第
三
次
産

業
部
門
に
従
事
す
る
人
が
最
高
を
し
め
し
、
他
の
行
政
区
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
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行政区別業種別企業分析

中 ④ 昭 瑞 重苦t 中 メ仁斗I 

東 北 西
中

村 不日 穂 回 )11 百十

1食 キ斗 品 20 34 13 181 120 144 191 23 46 30 15 151 660 

2 繊 維 14 22 26 96 95 651 14 91 12 32 2 51978 

3金 属 14 171 24 261 75 110 23 36 54 55 13 25 472 

4 機 械 27 56 34 46 132 281 58 74 56 63 20 28 875 

5化学薬品 11 32 13 41 63 163 19 91 15 10 11 21 389 

6窯 業 51 40 24 101 17 41 3 2 61 5 2 11 156 

7木・竹・藁 51 16 11 101 20 128 17 141 25 56 16 21326 

8紙・文具など 51 46 14 22 35 135 9 7 4 6 1 01284 

9雑 貨 10 23 71 24 51 171 6 4 5 7 2 31 313 

10光 幸丸 材 3 10 1 81 38 48 2 61 14 12 6 41 154 

11綜合小売 1 。2 O 4 8 1 O 1 1 O 01 18 

12商事・貿易 11 78 10 21 26 58 1 1 O 1 1 11 180 

13サービス 21 19 71 14 64 201 10 91 12 3 3 91 372 

14建 設 23 29 14 171 50 111 13 15 111 12 5 61306 

15遺書・倉庫・ 61 10 61 10 51 56 6 81 13 20 65 61 257 

16金融・不動産 4 8 3 51 19 189 10 5 7 4 2 21258 

17そ の 他 3 1 O 6 21 14 11 3 O O 
01 411 

第 2表

こ
と
が
認
識
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
第
一
表
に
み
る
一
商
匝
当
り
世
帯
数
、

そ
の
他
に
お
い
て
も
、
中
区
を
除
く
各
区
が
。
・
。
↓
=
・

ω

で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
区
の
み
が
ω
-
H
と
最
高
の
密

度
を
示
し
、
そ
の
商
品
月
間
販
売
額
で
も
全
市
の

E-H

形
(
過
半
)
を
し
め
、
商
業
従
事
者
も
多
く
、
大
商
社
の

存
在
が
推
測
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

地
価
高
く
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
集
中
す
る
と
こ
ろ
も

当
然
こ
の
区
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

市
の
防
火
地
域
に
指
定
さ
れ
、
重
要
建
築
物
が
集
中

す
る
l
桜
通
り
や
広
小
路
、
御
幸
本
町
、
大
津
通
、
岩

井
通
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
区
に
あ
り
、
集
団
商
業
地

と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
よ
り
具
体
的
に
、
全
市
に
分
布
す
る
各
企
業

を
商
工
会
議
所
に
よ
る
法
定
台
帳
に
よ
っ
て
明
確
化
す

る
な
ら
ば
、
計
六
二
五
三
の
企
業
は
別
記
第
二
表
の
ご

と
く
ま
と
め
ら
れ
た
。



こ
れ
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
十
七
の
業
種
中
、

一
類
(
食
料
品
)
お
よ
び
十
三
類
(
商
事
・
貿
易
)
、

十
五
類
(
運
輸
・
倉

庫
・
通
信
)
の
三
業
種
を
除
く
と
き
、
中
区
が
あ
ら
ゆ
る
企
業
の
中
心
区
と
し
て
、
都
市
活
動
の
核
地
域
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
再
確

認
で
き
る
の
で
あ
る
。

特
に
名
古
屋
の
伝
統
的
企
業
と
し
て
、
前
記
大
阪
に
つ
ぐ
全
国
第
二
の
地
位
を
し
め
る
繊
維
関
係
業
種
で
は
、

S
H
¥
忠
∞
と
そ
の
圧
倒

的
集
中
が
知
ら
れ
、
市
の
産
業
機
能
を
こ
の
区
が
代
表
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
で
も
雑
貨
(
日
用
品
・
小
間
物
)
で
見
芝
日
ω
・
サ
ー
ビ
ス
関
係
の
N
C
H
芯
芯
・
金
融
関
係
の

H
S
¥
M
S
・
-
;
:
と
こ
の
区
に
お
け

る
集
積
現
象
は
現
著
で
あ
る
。

た
だ
例
外
と
し
て
、
西
区
の
食
料
品
(
パ
ン
・
菓
子
:
:
:
)
・
東
区
の
窯
業
と
商
事
・
貿
易
、
港
区
の
運
輸
・
倉
庫
・
通
信
が
そ
の
地
理

的
位
置
の
特
殊
性
の
た
め
に
注
意
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

区
別
農
家
人
口
や
有
租
地
調
査
で
は
こ
れ
ら
と
は
対
照
的
に
そ
の
最
稀
薄
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

か
か
る
諸
統
計
、
資
料
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

と
に
か
く
名
古
屋
の
活
動
中
心
と
し
て
、
行
政
地
域
と
し
て
の
中
区
が
ま
ず
抽
出
で

名古屋のCBD

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
中
区
が
城
下
町
名
古
屋
の
所
謂
、
市
中
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
と
い
う
歴
史
的
背
景
を
わ
れ
わ
れ
は
知
ら
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
京
都
大
学
所
蔵
の
名
古
屋
全
図
に
よ
る
と
そ
の
事
情
は
さ
ら
に
明
瞭
化
さ
れ
る
。

名
古
屋
城
完
成
の
翌
々
年
・
即
ち
慶
長
七
年
(
一
六
三
己
に
な
っ
て
、
域
を
北
に
、
そ
の
正
面
大
手
筋
よ
り
南
へ
幹
線
道
路
を
造
り
、

119 

こ
れ
を
基
準
に
、
東
西
十
一
町
、
南
北
九
町
の
品
川
ム
積
に
一
駒
五
十
間
四
方
の
碁
盤
割
の
街
区
を
決
め
、
当
区
劃
内
に
六
十
八
ケ
町
、
外
に

十
二
ケ
町
が
存
在
し
、
所
謂
市
中
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
る
程
度
職
業
別
の
集
居
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
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域
に
近
い
関
鍛
冶
屋
町
、
呉
服
町
、
両
替
町
、
市
中
の
中
心
に
あ
っ
た
桶
屋
町
、
針
屋
町

L

瀬
戸
物
町
、
魚
町
、
伝
馬
町
、
周
辺
の
入

百
屋
町
、
干
物
町
、
鍋
屋
町
、
西
端
の
海
町
、
材
木
町
、
納
屋
町
:
:
:
な
ど
、
そ
の
歴
史
的
遺
構
の
ほ
と
ん
ど
は
今
度
の
戦
災
に
よ
っ
て

灰
燈
に
帰
し
た
。
け
れ
ど
も
こ
の
市
中
が
い
つ
の
時
に
お
い
て
も
、
名
古
屋
の
発
展
中
心
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

特
に
こ
の
町
で
は
市
の
人
口
重
心
移
動
の
距
離
も
小
さ
く
、

か
つ
移
動
方
向
が
平
均
化
さ
れ
て
き
た
と
も
い
う
。
た
と
え
ば
人
口
重
心

所
在
の
地
点
を
比
較
す
る
と
昭
和
十
五
年
は
大
池
町
二
丁
目
、
昭
和
二
十
五
年
が
不
二
見
町
、
昭
和
三
十
年
で
は
西
川
端
二
丁
目
と
中
区

の
域
内
を
南
西
の
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ
二
百
米
、
百
米
と
僅
か
な
移
動
が
知
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
最
初
は
熱
田
に
通
ず
る
街
道
沿
い
に
、

そ
の
後
に
お
い
て
東
海
道
線
の
開
通
に
伴
っ
て
西
進
す
る
の
で
あ

つ
ね
に
各
時
代
の
主
要
交
通
機
関
の
集
欽
点
の
方
向
へ
の
中
心
移
動
を
し
め
し
な
が
ら
全
体
と
し
て
は
南
西
方
向
へ
徐
徐
に
発
展

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

る
tJ; 以

上
に
よ
っ
て
、

と
に
か
く
既
存
の
資
料
の
若
干
の
整
理
に
よ
っ
て
名
古
屋
に
お
け
る
中
心
地
域
1
中
区
!
の
地
位
を
概
観
じ
た
。

し
か
し
こ
の
中
心
地
域
の
把
握
法
は
地
理
的
地
域
設
定
へ
の
一
段
階
に
す
ぎ
な
い
。
中
心
地
域
の
限
界
設
定
、

と
く
に
そ
の
中
央
業
務

地
域

H
C
B
D
の
抽
出
に
は
当
然
次
の
よ
う
な
方
法
が
試
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

実
証
的
研
究
の
結
果
と
し
て
、
中
心
よ
り
の
距
離
を
尊
重
す
る
こ
と
。

① ② 

統
計
処
理
を
十
分
に
し
、
実
地
計
測
を
加
え
る
こ
と
。

⑧ 

歴
史
的
伝
統
を
尊
重
す
る
。
:
:
:
こ
れ
は
単
に
起
源
的
意
義
を
重
視
す
る
だ
け
で
は
な
い
。

④ 

可
視
的
景
観
要
素
を
重
視
す
る
こ
と
。

@ 

積
重
ね
法
の
実
施
。
:
:
:
な
ど
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
い
ず
れ
の
方
法
も
正
確
を
期
す
る
た
め
に
は
種
々
の
障
害
が
横
た
わ
っ



て
い
る
。
か
つ
時
間
的
に
し
ば
し
ば
制
限
を
う
け
、
実
用
的
効
果
を
ね
ら
う
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
か
く
て
速
急
に
作
成
し
ろ
る
何
等
か

の
便
宜
的
方
法
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
も
①
に
関
し
て
は
人
口
重
心
調
査
、
②
に
つ
い
て
は
昼
夜
別
人
口
、
商
工
業
者
の
分
布
、
⑧
で
は
旧
城
下
町
の
町

割
や
都
市
計
画
図
の
対
比
、
④
に
お
い
て
は
防
火
地
域
図
の
利
用
な
ど
、
宮
公
庁
資
料
の
便
宜
的
な
処
理
に
よ
っ
て
中
心
地
域
の
図
的
措

写
へ
の
基
礎
作
業
と
し
た
こ
と
を
付
記
せ
、
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
に
そ
の
内
部
構
造
の
分
析
と
あ
わ
せ
て
、
前
項
の
ご
と
く
、

C
B
D
の
限
界
決
定
の
一
、
二
の
方
法
を
試
み
た
い
。

(2) 

C
B
D
の
図
的
表
現

-
|
業
務
中
心
域
の
具
体
化
の
た
め
に
|
|

名
古
屋
市
住
宅
協
会
に
よ
る
と
き
ο
住
宅
地
図
お
よ
び
前
記
市
の
商
工
会
議
所
に
登
録
さ
れ
た
事
業
所
の
分
布
を
各
町
別
に
整
理
し
、

機
能
分
化
の
現
況
を
分
析
す
る
な
ら
ば
第
一
図
の
通
り
表
現
で
き
た
。

名古屋のCBD

こ
の
場
合
、
住
宅
地
図
に
示
さ
れ
た
名
戸
別
の
職
業
を
色
別
し
、
登
録
名
簿
参
照
の
う
え
、
各
業
務
別
の
数
量
的
最
高
位
と
資
本
集
積

の
最
高
位
を
あ
わ
せ
整
理
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
繊
維
関
係
の
町
と
し
て
、
伊
倉
町
一
丁
目
|
四
丁
目
、
桶
屋
町
三
丁
目
、

上
長
者
町
、
下
長
者
町
一
丁
目
l
四
丁
目
、
桜
通
(
商
社
の
集
合
)
、

鶴
重
町
、
伝
馬
町
五
丁
目
!
七
丁
目
、

鉄
砲
町
一
丁
目
!
二
丁
目

(
雑
貨
関
係
と
の
混
在
)
、
研
屋
町
、
長
島
町
、
針
屋
町
、
袋
町
、
御
幸
本
町
六
丁
目

l
八
丁
目
、
宮
町
二
丁
目
本
重
町
、
南
呉
服
町
が
知
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ら
れ
、

一
大
繊
維
取
引
の
集
団
地
域
が
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。

っ
，
つ
い
て
金
属
関
係
の
下
前
津
町
、
機
械
の
岩
井
通
二
丁
且
、
電
器
関
係
の
新
栄
町
四
丁
且
、
自
転
車
の
伝
馬
珂
一
丁
目
l
四
丁
且
、



服
町
二
丁
目
、
朝
日
町
三
丁
目
、
木
材
、
竹
、
藁
、

と
く
に
木
材
関
係
の
町
と
し
て
下
堀
川
町
、

そ
の
他
交
通
、
運
搬
、
機
械
関
係
の
古
沢
町
、
丸
田
町
、
瓦
町
c

化
学
薬
品
の
町
と
し
て
京
町
四
丁
目
、

正
木
町
、
東
川
端
町
、
西
川
端
町
が
把
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自
動
車
の
大
池
町
四
丁
目
、

J盛山町 ，.宮町 3""事町 4安周町 'fIi沼町 61町 7よ君，"町 8家~荷停極1)/0声援珂
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第 1図 中心地域の機能分化(樋口原図)

呉

握
で
き
た
。

し
か
し
歴
史
的
な
木
換
町
は
今
す
っ

か
り
町
の
性
格
は
変
化
し
て
い
る
。
裏

門
前
町
、
橘
町
の
家
具
商
の
地
位
も
退

位
し
、
繊
維
、
雑
貨
類
を
取
引
す
る
居

の
位
置
が
数
的
に
上
っ
て
い
る
。
紙

文
具
、
書
籍
の
町
は
西
魚
町
三
丁
目
で

あ
る
。雑

貨
の
町
は
裏
門
前
町
一
丁
目
、
栄

町
二
丁
目
、
末
広
町
一
丁
目

二
丁
目

(
こ
こ
で
は
小
間
物
・
洋
品
・
時
計

貴
金
属
商
が
多
い
0
)

、
鉄
砲
町
二
丁
目

ー
三
丁
目
、
住
吉
町
三
丁
目
、
広
小
路

四
丁
目
1

五
丁
目
、
矢
場
町
一
丁
目
、
光
熱
材
料
(
石
油
、
石
油
)
の
上
堀
川
町
、
南
大
津
町
二
丁
目
、

サ
ー
ビ
ス
関
係
業
者
の
町
(
旅

館
、
興
業
そ
の
他
の
娯
楽
機
関
)
と
し
て
蒲
焼
町
、
南
桑
名
町
、
南
園
町
一
丁
目
、
南
大
津
町
三
丁
目
、
門
前
町
四
丁
目
、
古
沢
町
八
丁



目
、
広
小
路
二
丁
目
、
鶴
重
町
三
丁
目
:
:
:
、
建
築
関
係
で
は
東
瓦
町
一
丁
目
、
岩
井
通
四
丁
目
、
東
陽
町
、
南
武
平
町
一
丁
目
l
五
了

目
、
西
瓦
町
五
丁
目
、
運
輸
通
信
倉
庫
業
は
天
王
町
、

さ
ら
に
金
融
不
動
産
関
係
の
栄
町
四
丁
目
1

七
丁
目
、
広
小
路
六
丁
目
l
七
丁
目
、

南
伊
勢
町
一
丁
目

l
二
丁
目
が
知
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
中
心
区
に
お
け
る
機
能
分
化
の
一
般
が
把
握
で
き
た
の
で
あ
る
。

な
お
前
記
二
表
の
十
七
業
種
を
複
合
し
、
典
型
的
な
複
類
商
屈
街
の
形
態
は
栄
町
三
丁
目
、
仲
之
町
二
丁
目
、
広
小
路
一
丁
目

i
五
丁

目
お
よ
び
南
大
津
一
丁
目
I
六
丁
目
が
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
町
が
名
古
屋
の
中
心
商
庖
街
と
し
て
の
性
格
を
最
も
濃
厚
に
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
各
機
能
地
域
の
配
列
は
土
地
利
用
の
一
つ
の
モ
ザ
イ
ッ
ク
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
慮
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。第

一
図
の
ご
と
く
、
非
C
B
D
的
要
素
を
お
び
た
住
宅
区
(
松
山
町
)
や
生
産
の
町
(
製
材
、
家
具
製
造
、
金
属
加
工
:
・
前
記
の
町
)

さ
ら
に
は
建
設
業
者
の
町
が
ま
ず
外
側
に
配
置
さ
れ
、

つ
づ
い
て
中
心
地
域
を
劃
す
る
ご
と
く
重
要
交
通
路
線
上
に
交
通
、
運
輸
、
倉
庫

業
者
が
立
地
し
、

そ
の
内
部
に
集
団
商
業
地
を
か
か
え
る
ご
と
く
配
置
し
て
い
る
の
は
興
味
あ
る
事
実
で
あ
っ
た
。

か
く
て
栄
町
よ
り
広
小
路
経
由
名
古
屋
駅
に
通
ず
る
交
通
系
と
栄
町
よ
り
南
大
津
町
経
由
金
山
、
熱
田
に
向
う
交
通
系
の
二
大
幹
線
上

名古屋の CBD

に
C
B
D
要
素
の
濃
厚
な
中
心
商
屈
街
や
金
融
商
社
街
、
各
種
高
級
娯
楽
機
関
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
機
闘
を
集
め
、

か
つ
は
伝
統
を
お
び
た

繊
維
、
小
間
物
、
雑
貨
問
屋
を
中
心
に
し
て
一
大
業
務
中
心
区
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
北
に
官
公
庁
、
文
教
区
が
、
南
に
旧
ア
メ
リ
カ
村
や
大
須
門
前
な
ど
に
よ
っ
て
空
隙
地
を
も
ち
、

C
B
D
の
発
展
に
一
つ
の
壁

の
存
在
が
知
ら
れ
、
東
西
と
く
に
西
へ
の
発
展
が
暗
示
さ
れ
る
ご
と
く
配
列
さ
れ
て
い
る
点
も
注
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
次
の
問
題
と
し
て
、

か
か
る
機
能
分
化
の
現
象
を
よ
り
明
瞭
化
し
、

C
B
D
の
発
展
方
向
を
予
測
す
る
と
い
う
実
用
的
効
果
を
も

か
ね
て
、
機
能
中
心
の
検
討
を
続
け
た
い
コ
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こ
の
問
題
を
指
示
す
る
た
め
の
最
良
の
資
料
と
し
て
は
、
当
然
資
本
の
集
積
度
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

資
本
の
集
積
は
各
種
商
業
機
能
の
定
着
化
を
よ
び
、
立
地
の
変
動
を
阻
止
し
、
商
取
引
の
中
心
と
し
て
の
歴
史
的
伝
統
を
持
続
す
る
傾

向
が
い
ち
じ
る
し
い
か
ら

で
あ
る
。

単位 100万門

投下資本の等値線図(樋口原図)

さ
て
こ
の
地
域
に
お
け

る
資
本
分
布
の
状
況
は
第

二
図
の
ご
と
く
示
さ
れ

た
。
こ
の
場
合
各
町
、
各

丁
目
別
に
資
本
累
計
を
算

定
(
便
宜
的
に
は
公
称
資

本
金
H
登
録
済
の
も
の
の

累
計
)
し
、
そ
の
等
価
線
を

第 2図

描
く
こ
と
に
よ
っ
て
図
式

化
し
た
の
の
が
第
二
図
で

あ
る
。
こ
の
図
に
よ
る
と

ま
ず
大
銀
行
、
大
商
居
な

ど
の
事
業
所
を
集
め
た
広



小
路
二
丁
目
の
一
人
五
八
八
・
八
(
百
万
円
、

以
下
同
じ
)
を
最
高
に
、
広
小
路
四
丁
目
!
七
丁
目
、
栄
町
三
丁
目
、
桜
通
二
丁
目
が
一

0
0
0
0以
上
の
線
内
に
あ
り
資
本
投
下
の
中
心
に
相
当
し

つ
づ
い
て
栄
町
五
丁
目
、
南
伊
勢
町
一
丁
目
1

二
丁
目
お
よ
び
南
大
津
町

五
丁
目
l
六
丁
目
が
五

0
0
0
以
上
の
線
内
に
あ
っ
て
い
ず
れ
の
業
種
を
も
集
め
て
お
り
、
典
型
的
な
C
B
D
を
劃
す
る
こ
と
に
な
り
は

し
な
い
だ
ろ
う
か
。

広
小
路
一
丁
目
、
御
幸
本
町
、
菅
原
町
二
丁
目
、
伝
馬
町
七
丁
目
、
仲
之
町
二
丁
目
は
二
五

O
O
の
線
内
に
、
下
長
者
町
、
南
大
津
町

一
丁
目
l
二
丁
目
、
南
鍛
冶
町
一
丁
目
1
二
丁
目
、
朝
日
町
一
丁
目
、
同
三
丁
目
、
桶
屋
町
三
丁
目
、
京
町
四
丁
目
、
伝
馬
町
一
丁
目
が

一
O
O
O
以
上
、

つ
づ
く
六
池
町
三
丁
目
、
新
栄
町
一
丁
目
、
西
万
町
三
了
目
、
正
木
町
三
丁
目
が
五

O
O
以
上
の
線
内
と
な
り
前
記
の

ご
と
き
各
機
能
中
心
域
が
こ
の
五

O
O
の
線
に
よ
っ
て
明
確
化
し
ろ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
東
西
路
線
と
し
て
の
桜
通
、
広
小
路
通
り
、
岩
井
通
り
、
南
北
路
と
し
て
の
南
大
津
通
り
、
御
幸
本
通
り
、
伏
見
通
り
、
な

か
で
も
広
小
路
|
栄
町
|
南
大
津
町
に
か
く
さ
れ
る
『
型
の
中
心
域
の
配
置
』
が
町
の
発
展
系
を
何
等
か
指
示
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

名古屋のCBD

た
だ
こ
の
際
に
お
い
て
大
須
観
音
の
縁
日
市
が
常
設
居
舗
街
化
し
、
門
前
町
と
な
り
、
つ
い
で
映
画
・
劇
場
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
の
ほ
か
、

繊
維
・
雑
貨
・
小
間
物
・
家
具
・
飲
食
関
係
庖
舗
を
集
め
て
、
広
小
路
と
共
に
台
地
上
の
盛
場
と
し
て
の
性
格
を
示
し
て
は
い
る
が
、
前

記
中
心
域
と
の
聞
に
伏
見
通
り
以
東
の
白
川
町
一
丁
目
、
二
丁
目
を
中
心
と
し
た
旧
ア
メ
リ
カ
村
を
含
む
空
地
や
堀
川
端
の
製
材
そ
の
他

の
非
C
B
D
的
要
素
を
お
び
た
上
堀
川
町
や
天
王
町
を
の
こ
し
資
本
集
積
の
大
き
な
空
隙
部
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
の
で
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あ
る
。こ

れ
ら
を
要
す
る
に
広
小
路
を
一
応
の
南
限
と
す
る
北
部
の
所
謂
市
中
の
碁
盤
割
を
中
失
業
務
地
と
し
、
か
っ
発
展
の
核
と
し
な
が
ら
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こ
れ
か
ら
放
射
す
る
重
要
交
通
路
線
に
沿
っ
て
、

ま
ず
こ
れ
よ
り
近
距
離
に
あ
る
地
点
が
投
下
資
本
の
集
積
が
大
き
く
、

か
つ
歴
史
的
伝

統
に
生
き
な
が
ら
そ
の
性
格
を
漸
次
変
化
し
発
展
す
る
姿
の
一
端
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(3j 

結
び
に
か
え
て

図
的
表
現
を
中
心
に
名
古
屋
の
機
能
中
心
域
の
把
握
を
重
ね
た
が
、
こ
の
町
の
都
市
化
の
核
は
と
に
か
く
中
区
に
あ
り
、
市
発
展
の
あ

ら
ゆ
る
機
能
中
心
の
存
在
が
把
握
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
お
い
て
そ
の
中
心
域
が
旧
城
下
町
の
所
謂
市
中
と
い
う
碁
盤
割
内
の
集

団
商
業
地
で
あ
っ
て
、
こ
の
町
が
今
も
な
お
伝
統
的
な
繊
維
を
主
と
す
る
名
古
屋
の
取
引
中
心
と
し
て
、
焼
土
の
う
ち
に
再
興
さ
れ
た
こ

と
が
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
現
在
の
繁
栄
中
心
は
市
中
の
南
限
で
あ
っ
た
広
小
路
か
ら
栄
町
さ
ら
に
は
南
大
津
町
に
つ
づ
く
『
の
街
道
商
業
地
に
あ
り
、

か
っ
そ
の
中
心
域
の
転
移
現
象
が
あ
る
程
度
把
握
で
き
た
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

即
ち
名
古
屋
の
発
展
が
ま
ず
最
初
南
進
化
の
傾
向
を
見
せ
、
大
須
門
前
へ
の
連
続
を
進
め
、

つ
い
で
明
治
十
九
年
の
鉄
道
開
通
と
広
小

路
線
の
整
備
、
明
治
三
十
九
年
の
南
式
平
町
よ
り
南
大
津
町
へ
の
南
北
線
と
い
っ
た
幹
線
交
通
系
の
整
備
に
よ
っ
て
、
現
在
名
古
屋
の
中

央
業
務
地
域
形
成
の
基
盤
が
提
供
さ
れ
、
台
地
上
の
二
大
中
心
の
形
成
が
早
く
か
ら
促
進
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ど
も
こ
れ
ら
は
固
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
戦
後
の
革
新
的
な
都
市
計
画
に
伴
ろ
交
通
系
の
整
備
に
よ
っ
て
繁
栄
中
心
の
移
動
も

顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
。
名
右
屋
駅
を
中
心
に
し
た
道
路
網
の
再
整
備
に
よ
っ
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
点
と
し
て
の
駅
前
笹
島
町
界
隈
は
今

異
常
な
ま
で
の
ピ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
現
象
を
み
て
い
る
c

さ
ら
に
は
梅
幸
本
通
り
、
伏
見
通
り
、
桜
通
り
な
ど
街
区
の
再
整
備
も
あ
っ
て
、
中
心
域
の
再
興
と
駅
前
の
新
興
業
務
中
心
地
の
登
場



や
衛
星
商
業
地
の
湖
興
(
大
曽
根
、
中
村
本
通
り
、
堀
田
な
ど
!
)
な
ど
都
市
化
の
波
は
こ
の
町
の
機
能
分
化
を
複
雑
作
せ
し
め
て
い
る

E

し
か
し
第
一
図
、
第
二
図
そ
の
他
の
諸
統
計
・
資
料
の
積
重
ね
に
よ
っ
て
、
名
古
屋
の

C
B
D
は
あ
る
程
度
把
握
で
き
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

し
か
し
本
稿
の
主
目
的
と
し
た

C
B
D
の
図
型
的
把
握
も
限
ら
れ
た
資
料
に
よ
る
結
果
と
し
て
、
不
充
分
と
思
わ
れ
る
所
が
誠
に
多
く
、

か
つ
又
紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て
、

そ
の
手
続
方
法
の
若
干
に
つ
い
て
読
者
が
理
解
に
苦
し
む
箇
所
も
散
見
す
る
だ
ろ
う

G

そ
こ
で
以
下
少

し
く
補
説
を
試
み
責
任
を
は
た
し
た
い
と
思
う
。

(

補

説

)

C
B
D
の
限
界
決
定
そ
の
他
、
本
稿
作
成
上
の
研
究
法
一
般
に
つ
い
て
は
次
の
書
を
参
考
に
し
た
o

①
拙
稿
・

C
B
D
に
関
す
る
マ
ー
フ
ィ
ー
・
の
報
告
、
特
に
そ
の
地
域
限
界
の
決
定
に
つ
い
て
|
、
立
命
館
文
学
、

②
拙
稿
、

C
B
D
の
比
較
地
理
|
都
心
研
究
の
一
問
題
l
立
命
館
文
学
、
二
二
七
号
、
一
九
五
六
。

①
拙
稿
、
商
業
地
理
研
究
の
二
大
支
柱
l
商
圏
と
商
業
地
域
、
そ
の
図
型
的
表
現
に
関
す
る
一
、
ニ
の
問
題
点
に
つ
い
て
ο

人
文
地
理
、

三
、
昭
三
三
。

な
お
統
計
、
資
料
と
し
て
は
特
に
次
の
書
を
参
考
に
基
礎
作
業
を
な
し
た
o

一
二
四
号
、

一
九
五
五
。

O 

名古屋の CBD

① 

名
古
屋
商
工
会
議
所
・
名
古
屋
産
業
振
興
調
査
報
告
書
、
昭
二
八

こ
れ
は
登
録
業
者
を
業
種
別
に
、
企
業
体
の
所
布
地
、
資
本
、
従
業
員
数
、
兼
業
種
等
、
法
に
指
定
さ
れ
た
一
切
を
記
入
し
て
い
る

v

同
・
名
古
屋
商
工
名
鑑
、
昭
三

O

同
・
名
古
屋
の
産
業
、
昭
三
三

名
古
屋
市
・
名
古
屋
市
資
料
統
計
月
報
、
九
四
、
九
八
、
九
九
、

同
・
名
古
屋
市
統
計
年
鑑
、
昭
三
一

@④①②  

一O
五

127 
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①
通
商
産
業
省
、
商
業
統
計
表
、
第
一
巻
(
都
道
府
県
編
)
、
昭
二
九
年
お
よ
び
昭
三
十
年
版
。

地
図
と
し
て
は
、

①
名
古
屋
市
都
市
計
画
、
防
火
及
準
防
火
地
域
、
空
地
地
区
図

②
京
都
大
学
蔵
、
名
古
屋
全
国
を
参
考
に
し
た
。

③
名
古
屋
市
住
宅
協
会
、
住
宅
地
図

④
愛
知
建
築
士
会
、
名
古
屋
市
都
市
計
画
用
途
地
域
地
区
図

な
お
最
後
に
本
研
究
は
昭
和
三
二
年
度
日
本
地
理
学
会
秩
季
大
会
に
お
い
て
「
名
古
屋
の
C
B
D
」
、
昭
和
三
三
年
の
人
文
地
理
学
会
大
会
で
「
名

古
屋
の
商
業
地
理
ー
そ
の
図
型
的
把
握
に
関
連
し
て

l
」
と
し
て
発
表
し
た
二
編
の
報
告
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
の
際
に
御
指
導
を
賜
っ
た
先
生
方
へ
の
感
謝
の
言
葉
に
か
え
た
い
と
思
う
。

(
三
五
、
十
一
、
二

O
、
脱
稿
)




